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北海道総合教育大綱改定案について
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教育振興基本計画
（Ｒ５～Ｒ９）

教育基本法

こども基本法

国

地方教育行政法

道

こども大綱
（Ｒ５～※５年程度）

北海道総合教育大綱
（Ｒ７～（予定））

（仮称）北海道こども計画
（Ｒ７～（予定））

連携

【教育振興基本計画（抜粋）】
子供の健やかな成長に向けては、「学び」に係る政策と「育ち」に係る政策の両者が、それぞれの目的

を追求する中で、専門性を高めつつ緊密に連携することが重要であり、教育振興基本計画の推進に当たっ
ては、こども大綱に基づく施策と相互に連携を図りながら取り組む必要がある。

北海道総合教育大綱の改定は、（仮称）北海道こども計画の策定と相互に連携しながら進める。

連携

北海道総合教育大綱の改定に当たっての背景

（基本理念）
・こどもまんなか社会の実現
（基本方針）
・こどもの貧困対策 ・ヤングケアラーへの支援
・こどもの意見表明の機会の確保
・こどもの自殺対策、犯罪などからこどもを守る取組
・いじめや不登校対策

（仮称）北海道こども基本条例
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(11/26～12/25)

２月11/25

北海道総合教育大綱改定の進め方

２定 ３定

5/13 第１回総合教育会議

［素案］

団体意見照会

前
日
委
素
案
報
告

［案］

説明

今年度中の大綱改定に向け、
本格的な検討を開始

・大綱に基づく主な取組状況
・大綱改定に当たっての背景

［対象者］
・学校教育関係
・社会教育、子育て支援関係
・文化・スポーツ関係
・産業関係
・医療、保健関係 等

Ｒ６年度

４定 １定

［骨子案］

8/5 第２回総合教育会議

意見交換

大綱改定について、有識者
を交えて、各教育委員と
意見交換

・骨子案
・骨子案の考え方

協議

骨子案について、

各教育委員から意見
聴取し、協議

10/30 第３回総合教育会議

・素案

・骨子案との対比

協議

素案について、

各教育委員から意見
聴取し、協議

9/9

前
日
委
骨
子
案
報
告

１/30 第４回総合教育会議

・改定大綱案

・素案との対比
・今後の取組

改定大綱案等について、

各教育委員から意見
聴取し、協議

前
日
委
改
定
大
綱
案
報
告

パブリックコメント

市町村意見照会

各部、教育庁、
振興局意見照会

［種類］
・一般向けパブコメ
・子ども向けパブコメ

※パブコメの開始について、
関係団体、市町村に周知(11/26)

改
定
大
綱
決
定

知
事
決
裁

4/1
施行

関係部、教育庁意見照会

反映

説明 説明 説明

協議

反映
反映

２

道議会

（骨子案6/11～6/20）

（素案 ９/1７～９/2７）

（９/９～9/20）

（９/９～9/20） （12/27～1/9）



パブリックコメント（一般向け）の結果 ①

令和６年１１月２６日（火）～１２月２５日（水）

意見募集期間

意見提出状況

提出者数：１４６人・団体（個人６９人、団体７７団体）
意 見 数：３１９件 （個人１３０件、団体１８９件）

※子どもからの意見を除く。

主な意見
【素案の修正意見】

該当箇所 意 見

基本理念 まだ条例が制定されていないにしても、総合教育大綱が「北海道こども基本条例」に即したもので
あることを明記すべき。

基本方針Ⅰ
○特別支援教育の充実

「インクルーシブ教育システムの理念を踏まえ」とされているが、「踏まえ」の記載は具体的施策
の内容が後退する可能性がある。特別支援教育が必要な子どもの最善な利益の実現のためには、
「理念に基づき」でなければならない。

基本方針Ⅱ 北海道ならではの特性（課題）である「へき地・小規模校教育の充実」について項目立てするなど
して、へき地で学ぶ子どもたちの教育環境、教育を担う教職員の勤務環境を整えていただきたい。

基本方針Ⅱ
○児童虐待の未然防止や早期発
見・早期対応

児童虐待の早期発見・早期対応には医療機関も大きく関わっており、関係機関との連携が必要なこ
とから、連携先に「医療機関」を追加していただきたい。

基本方針Ⅱ
○地域の特色を活かした多様な体験活
動の推進

国のこども大綱の記述を踏まえ、以下（下線部）に修正をお願いしたい。

豊かな人間性を育むため、幼児期から国や地方公共団体、地域、学校・園、家庭、若者、民間
団体、民間企業等が連携・協働して、青少年教育施設の充実を含め、地域の自然や、歴史、文化
などの教育資源を活かした特色ある多様な体験活動を推進します。

３



パブリックコメント（一般向け）の結果 ②
主な意見

【取組の参考とする意見】

該当箇所 意 見

全体 子どもたちの幸せのためにこのように取組がされることは大変よいことだと思います。より実効力を持
たせることが重要です。

基本理念
○１つ目

「学校数の減少や小規模化」について、高校の募集停止や小中学校の統廃合などがすすみ、遠距離通学
や下宿、転居などをせざるを得ない子どもがいる中で、教育の機会均等がはかれないとともに地域の衰
退を加速させることにつながりますので、地域に必要な学校の維持が必要であると考えます。

基本方針Ⅰ
○グローバル人材の育成

内なる国際化（日本語教育）に対応している人材は、主にボランティアなどに依存していると聞きます。
今や、どの町にも外国人労働者が存在し、ほとんどの町で産業に深く入り、私たちの生活を支えてくれ
る存在になっていますので、ボランティアだけではなく、対策は急務であると思っています。

基本方針Ⅱ
○学校における働き方改革の
推進

労働と日常生活が両立できるような職場環境・勤務条件の整備、働き方改革に確実に繋がる業務削減を
すすめることを求めます。

現場では「業務の削減」一辺倒で、子どもたちが楽しみにしている行事を削減したり、子どものために
十分に話し合う必要がある職員会議の時間を削減することによって結果的に楽しくない、窮屈な学校に
なってしまっています。「教員の確保」を考えるならば、働き方改革以上に各学校に教職員数を増やす
ことが、様々な課題を解決することにつながると考えます。

基本方針Ⅱ
○教員の確保と資質向上

教員離れの激しい昨今、これからの北海道教育を担うべき教員を志す子どもたちを育てる観点が必要で
はないかと考えます。「国家百年の計は教育にあり」を社会で共有し、今の子どもたちが、教職の大切
さややりがいなどを感じる教育活動や教育環境を構築すべきではないでしょうか。

教職員の欠員は、教員採用試験の受験者減だけでなく、「もう続けられない」として 60 歳もしくは
50代で退職する教職員の増加が原因と考えられます。これまで経験を積み重ねてきたベテラン層が意欲
をもって働き続けられる職場環境・勤務条件の整備を求めます。

基本方針Ⅳ
○スポーツ活動の振興

部活動の地域移行とともに、楽しくスポーツに親しむ体制整備を望みます。

４



パブリックコメント（子ども向け）の結果 ①

令和６年１１月２６日（火）～１２月２５日（水） ※ウェブ上の回答フォームに入力して回答

意見募集期間

意見提出状況

アンケート結果

年 代 人 数 割 合

小学生 １２人 ４％

中学生 ２４３人 ８２％

高校生 ４１人 １４％

合 計 ２９６人

① 基本理念に関すること（特に大切だと思うことを選択（３個まで））

年 代

どの地域に住ん
でいても、よい
教育を受けるこ
とができること

子どもたちが元気に成
長できるよう、子ども
たちから意見を聞きな
がら、その意見を色々
なことに取り入れるこ
と

社会をよりよく
するために、自
分から進んで活
動する人を増や
すこと

みんなが幸せや生
きがいを感じ、命
を大事にして、人
を思いやり、自分
を認めることがで
きること

社会の大きな変
化に対応できる
ような知識と教
養をしっかりと
身に付けること

子どもから大人
までずっと学び
続けることがで
き、夢や希望に
チャレンジでき
ること

小学生 ６人 ８人 １人 ６人 ３人 ６人

中学生 １４２人 １１９人 ５１人 １２９人 ７０人 ９９人

高校生 ２５人 ２０人 １５人 １７人 １４人 １４人

合 計 １７３人 １４７人 ６７人 １５２人 ８７人 １１９人

(割合) ５８％ ５０％ ２３％ ５１％ ２９％ ４０％ ５



パブリックコメント（子ども向け）の結果 ②
② 基本方針Ⅰ（持続可能な社会の創り手を育む）に関すること（特に大切だと思うことを選択（２個まで））

年 代

全ての子どもたちに、
よりよい教育を提供す
ること

自分の良さや可能性を認め、
他の人もお互いに認め合う
ことができる人を育てるこ
と

みんなと協力してこれから
の社会をつくることができ
る人を育てること

北海道に生まれ育ったこと
への誇りや、ふるさとへの
愛着を持つことができるよ
うにすること

小学生 ７人 ７人 ５人 １人

中学生 １２４人 １３３人 ９４人 ７４人

高校生 ２５人 ３１人 １０人 １１人

合 計 １５６人 １７１人 １０９人 ８６人

(割合) ５３％ ５８％ ３７％ ２９％

③ 基本方針Ⅱ（誰一人取り残されない子どもの学びと育ちの環境を整える）に関すること（特に大切だと思う
ことを選択（３個まで））

年 代

家庭、学校、地域な
どがみんなで協力し
て、安全に、安心し
て学ぶことができる
環境をつくること

子どもたちの意見
を聞きながら、元
気に成長すること
を支えること

いじめの発生を防
ぎ、いじめを早く
発見し、対応する
こと

生まれ育った環境
にかかわらず、安
心してよりよい教
育を受けるための
支援を行うこと

ICT（デジタル）
を活用した教育
を進めること

学校の先生がよ
りよい授業がで
きるよう、働き
やすい環境をつ
くること

小学生 ５人 ７人 ５人 ６人 １人 ７人

中学生 １３１人 ９７人 １６３人 ９４人 ４０人 ７５人

高校生 ２８人 １４人 ２６人 １７人 ９人 １２人

合 計 １６４人 １１８人 １９４人 １１７人 ５０人 ９４人

(割合) ５５％ ４０％ ６６％ ４０％ １７％ ３２％ ６



パブリックコメント（子ども向け）の結果 ③

④ 基本方針Ⅲ（地域と産業を担う人を育む）に関すること（特に大切だと思うことを選択（３個まで））

年 代

子どもから大人まで、何
度でも学ぶことができる
環境をつくること

幅広い世代の交流や地域
の住民同士のつながりが
深まること

住んでいる地域で芸術や
スポーツに親しむことが
できる環境をつくること

アイヌ民俗文化財など北海道
の大事な財産を多くの人に
知ってもらい、守っていく活
動を進めること

小学生 ９人 ５人 ６人 ２人

中学生 １３６人 １００人 １１６人 ５５人

高校生 ２７人 １６人 １８人 １０人

合 計 １７２人 １２１人 １４０人 ６７人

(割合) ５８％ ４１％ ４７％ ２３％

⑤ 基本方針Ⅳ（生涯を通じて学び続ける人を育む）に関すること（特に大切だと思うことを選択（２個まで））

年 代

北海道の農林水産
業や観光産業で働
く人を育てること

地域の産業を支
える人を育てる
こと

医療・福祉で働
く人を育てるこ
と

デジタルを活用
する力を持つ人
を育てること

自分の活動によって
地域を支えるという
気持ちを高めること

外国の方々の文化
や生活を理解する
こと

小学生 ２人 ５人 ６人 ６人 ７人 ２人

中学生 ９６人 １２１人 １１７人 ７４人 ９０人 ８１人

高校生 １９人 ２２人 １９人 ２１人 １４人 ７人

合 計 １１７人 １４８人 １４２人 １０１人 １１１人 ９０人

(割合) ４０％ ５０％ ４８％ ３４％ ３８％ ３０％

７



パブリックコメント（子ども向け）の結果 ④
主な自由意見（大綱の内容について感じたこと、思ったことなど）

該当箇所 年代 意 見

全 体 高校生 基本理念や基本方針の内容は現代の日本や教育現場における問題点に対する対策となってい
て、学校生活をより良くするためのアイデアを考える時のきっかけになる。

中学生 教育などに関する目標や取組が全体に知れ渡り、みんなが協力して実現されることを望む。

小学生 これからもこのままの教育環境を続けてほしいです。

基本方針Ⅰ
○ふるさと教育の充
実

中学生 都会に働きに行く人が増え、地域に誇りを持っている人が少なくなっているのではないかと
感じる。また、アイヌ民族の存在にも私たちは誇りを持つべきではないか。

基本方針Ⅱ
○いじめ防止の取組
の充実

高校生 最近いじめに関するニュースが道内でも多数見られたので、いじめのない北海道を目指すこ
とに、より力を入れていくべきだと感じた。

中学生 もっと命への深い学びを持てるような教育をしてほしい。

基本方針Ⅱ
○学校における働き
方改革の推進

高校生 先生方が、自分の家庭や生活の時間を作りながら楽しく働けるような環境になってほしい。

基本方針Ⅱ
○教育DXの推進

中学生 デジタル教育にたよりきるだけではネットリテラシーは学べていないので、デジタルに触れ
る為にはネットの怖さや注意を徹底的にするべき。

基本方針Ⅱ
○子どもの意見表明
の機会の確保

中学生 子どもたちからの意見を取り入れる取組は、いろいろな意見が出てきて、それぞれの市町村
が今よりももっと良くなると思うので大事なことだと思った。

基本方針Ⅳ
○文化財等の保存及
び活用の推進

中学生 アイヌ民族のことを世の中の人に知ってもらい、文化が途絶えないよう、ウポポイのような
建物やイベントをこれまでよりも開催してもらいたい。

１２１人（小学生５人、中学生１０７人、高校生９人）から、合計１４３件の意見

※修正を求める意見はないため、今後の取組の参考とする。

８



北海道総合教育大綱 改定案（素案からの変更内容①）

パブコメ意見の反映

該当箇所 意 見

１ 基本理念 まだ条例が制定されていないにしても、総合教育大綱が「北海道こども基本条例」に即したものであることを明記す
べき。

見え消し修正案（案 P2）

○ こども基本法及び（（仮称）北海道こども基本条例並びに）こどもの権利条約の精神にのっとり、子どもや若者を権利の主体とし
て認識し、その意見を取り入れながら、「こどもまんなか」の考えの下で、「学び」に係る政策と「育ち」に係る政策の両者が相互に
連携して、子どもや若者の健やかな成長を社会全体で後押しします。
※ 条例の成立を条件とし、案では括弧書きとする

該当箇所 意 見

２ 基本方針Ⅰ
○特別支援教育の
充実

「インクルーシブ教育システムの理念を踏まえ」とされているが、「踏まえ」の記載は具体的施策の内容が後退する
可能性がある。特別支援教育が必要な子どもの最善な利益の実現のためには、「理念に基づき」でなければならない。

見え消し修正案（案 P6）

障がいのある子どもと障がいのない子どもが互いに理解を深めともに学ぶ環境づくりと、合理的配慮に基づき自立と社会参加を見据
えて個別最適な学びを推進するインクルーシブ教育システムの理念に基づきを踏まえ、特別な支援が必要な子どもやその保護者が、地
域で切れ目のない支援を受けられるよう、保健、医療、福祉、労働等の関係機関との効果的な連携体制を構築し、教育環境の整備・充
実と、ＩＣＴを活用した就労などの多様な働き方に合わせたきめ細かな取組など、一人ひとりの教育的ニーズに応じた支援体制を整備
します。

９



北海道総合教育大綱 改定案（素案からの変更内容②）

その他

○ 表紙に副題『一人ひとりの夢と希望へのチャレンジを応援』を記載 ※現大綱から変更なし

該当箇所 意 見

５ 基本方針Ⅱ
○地域の特色を活
かした多様な体
験活動の推進

国のこども大綱の記述を踏まえ、以下(下線部)に修正をお願いしたい。

見え消し修正案（案 P9）

豊かな人間性を育むため、青少年教育施設を核として、幼児期から、学校や家庭、地域等と連携・協働しにおいて、地域の自然環境や
歴史、文化などの教育資源を活かした特色ある多様な体験活動を推進します。

該当箇所 意 見

４ 基本方針Ⅱ
○児童虐待の未然防止や
早期発見・早期対応

児童虐待の早期発見・早期対応には医療機関も大きく関わっており、関係機関との連携が必要なことから、連携
先に「医療機関」を追加していただきたい。

見え消し修正案（案 P8）

児童虐待は児童の人権を著しく侵害し、心身の成長や人格の形成に深刻な影響を与えることから、児童相談所、市町村、学校、幼児
教育施設、警察、医療など関係機関が連携し、地域が一体となって、児童虐待の未然防止と早期発見・早期対応に取り組みます。
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豊かな人間性を育むため、幼児期から国や地方公共団体、地域、学校・園、家庭、若者、民間団体、民間企業等が連
携・協働して、青少年教育施設の充実を含め、地域の自然や、歴史、文化などの教育資源を活かした特色ある多様な体
験活動を推進します。

該当箇所 意 見

３ 基本方針Ⅱ 北海道ならではの特性（課題）である「へき地・小規模校教育の充実」について項目立てするなどして、へき地
で学ぶ子どもたちの教育環境、教育を担う教職員の勤務環境を整えていただきたい。

見え消し修正案（案 P8 基本方針Ⅱ前文４段落目）

誰一人取り残されることなく生き生きとした人生を享受できる共生社会の実現を目指し、家庭環境や生まれ育った地域、学校の規模
にかかわらず安心して質の高い教育を受けることができるよう、子どもの貧困に対する社会の理解の促進や就学に係る経済的支援の取
組を推進するとともに、ＩＣＴを活用した遠隔教育など教育ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）を推進します。



北海道総合教育大綱推進に関する今後の取組（案）
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改定大綱施行後の令和７年度から、新たに次の取組を実施

●大綱で掲げる取組の進捗状況や、部局間連携の状況を取りまとめ、総合教育会議で報告

●関係部局・教育庁で、先進的な取組を共有するとともに、取組に当たっての課題などを洗
い出し、対応の方向性を全庁的に協議

●必要に応じて、総合教育会議で課題を踏まえた取組の方向性を協議

今後の取組(案)

ご意見・ご発言内容

教育
委員

○作った案が言葉で終わってしまわないように、子どもたちを周りで支えていなくてはいけない。
○子どもたちが、心豊かで北海道を愛し育ってくれること、この大綱が現実味のあるものとなることを
願っている。

○教育分野以外との連携がこれまで以上に意識されるようになり、担当の各分野の乗り入れがしやすい
組織づくりが求められる。

○今回の大綱は、教育部門にとらわれず、福祉部門との緊密な連携によって達成されるものということ
が一番特徴的。

知事 ○（大綱の）中身はいいが、具体的にこれをできる体制とともに、実効性を上げていくべきであると、
一様に皆さんから発言があったと受け止めているところ。今後とも、そういった皆さんの声にお応え
できるよう、努めていきたい。

部局間の「学び」と「育ち」の政策の一層の連携を図り、大綱の実効性を高める

第３回総合教育会議での主なご意見等


